
無料版の Google Workspace を使って
おり、セキュリティ対策に不安があっ
た

セキュリティと利便性の双方を担保し
た運用方法を探していた

有料プランの Education Standard 
にアップグレード

コンテキストアウェアアクセスを活用
して、登録済みの端末のみアクセスで
きるように設定

セキュリティリスクを低減できた

登録済みの端末であれば、いつでもど
こでも利用できるので利便性を担保で
きている

対　策 効　果課　題

Google Workspace for Education の有
料プランのセキュリティ機能を活用して利
便性と安全性を確保

関西の名門進学校である清風学園。中高一貫校である同校では「徳・健・財」を身に
つけ、社会の全てから安心、尊敬、信頼される人間を育てるという方針のもとに、仏
教を中心とした宗教教育を実施しています。清風学園は、常に本質を重視した教育
を目指しています。

同校では、ICT 教育にも積極的に取り組んでいます。ICT は目的ではなく、学びを加
速し、充実させるための新しいツールとして捉え、安心安全に活用できるための環
境作りを心がけています。

同校では、2021 年から Google Workspace for Education （以下、Google Workspace） 
の有料プランである Education Standard を導入しています。

学校のデータを守るために有料プランに
アップグレード

Case Study

学校法人 清風学園

中高一貫校の清風学園は、生徒数約3,000人、教職員数約300人を抱える
マンモス校です。規模が大きいため、情報システムを管理する専任の部署
として、学校全体のシステムを管理する情報システム部の中に、生徒の端
末管理も行うICT室があり、担当しています。

同校では、2018年6月から Google Workspace の活用を開始しました。生
徒は共用端末を使っていましたが、2021年度新入生から Chromebook™ を
導入し、一人一台体制となりました。教職員向け端末は当初は教職員の私物
を使っていましたが、2022年4月からWindows端末を支給することになり
ました。

「無償版の Google Workspace を活用している時から、セキュリティ上の
課題がありました。セキュアな環境を構築するための方法を検討し、エンド
ポイントセキュリティを施したいと考えました。調べたところ、 
Google Workspace 有料プランである Education Standard には、アクセ
ス制限ができるコンテキストアウェアアクセスの機能があることを知り、セ
ミナーに参加して情報を収集しました」

情報システム部 ICT室

学校法人 清風学園
大阪府大阪市天王寺区石ケ辻町12-16



教育機関向け Google ソリューションについてはこちらをご覧ください

>>  https://www.dsk-cloud.com/solution/google-education

[ 大   阪 ] 大阪市北区中之島 6 丁目 2 番 40 号 中之島インテス
[ 名古屋 ] 名古屋市中区錦 3 丁目 1 番 1 号 十六銀行名古屋ビル

※ 記載内容は取材日時現在のものであり、内容については現在の状況とは異なる場合があります。
※ Chromebook、Google for Education 、Google ドライブ、Gmail、Google Classroom、
    Google Chat は Google LLC の商標です。

その後、Google Workspace のエンドポイントセキュ
リティについての具体的な情報がなかなか見つからず
困っていたところ、Google for Education より電算シ
ステムを紹介されました。

「電算システムは、 Chrombook に関するブログなど
を読んでいたので知っていました。Google Workspace 
のセキュリティ対策についても詳しいだろうという期
待がありました」

セキュリティ対策ができたので、
さらなる利活用を推進したい

有償版の Education Standard の コンテキストアウ
ェアアクセスの設定については、電算システムのサポー
トが役に立ったそうです。

「セキュリティのスペシャリストではないので、アク
セス制限を実現するにはどうしたらよいのかわかりま
せんでした。電算システムの担当者に質問すると、丁
寧に機能について答えてもらえました。オンラインで
の説明会も実施してもらえて、やりたいことを実現する
ための具体的な設定についても教えてもらえました。
特に、Chromebook だけでなく、Windows端末や
iPadも対象にしたかったので、その場合の対応方法に
ついて教えてもらえたので、助かりました」

セキュリティと利便性のバランスをとって設定したセ
キュリティポリシーは次のようなものです。

・登録した端末からは、どこからでも
　Google Workspace に、権限に応じてフルアク
　セスできる
・登録外の端末からは、Google ドライブ™ にはアクセ
   スできないが、Gmail™ 、Google Classroom 、
　Google Chat™ にはアクセスできる
・モバイルの詳細管理機能を使用して、学校内の
   データにアクセスするモバイルデバイスに監査
   ルールの強制適用を行い、データを保護する

教職員が支給端末で外部から利用することもあるの
で、登録端末であれば外部からでもアクセスできる
ようにしました。また、クラブ活動などで連絡する

どこからでも、いつでもアクセスできるクラウドサービ
スの利便性を活かしつつ、セキュリティを担保して、ス
ムーズに運用ができています。

Google Workspace for Education の無償版を使って
いる学校も多いと思います。本校では、当初は教員の私
物端末を使っていたこともあって、セキュリティの不安
があって有償版の Education Standard を導入しまし
たが、安心安全のためには他校にもおすすめしたい機能
です。

セキュリティ対策がしっかりできたので、今後はさらな
る活用を考えています。一つは共有端末を増やして、生
徒が学校外からでも端末を使った学習をしやすい環境を
作ることです。もう一つはデータを活用してICT教育を
より充実させることです。

「Google Classroom のログデータが蓄積されれば、ビ
ッグデータ分析ができます。クラスごと、学年ごとの利
活用の状況を確認したり、効果的な使い方をしている先
生の特徴を見て他の先生にも共有したりと、より充実し
た授業ができるようにしていきたいです」

アクセス制限で、登録端末であれ
ばフルアクセスを許可

東京都中央区八丁堀 2 丁目 20 番 8 号

ci-inquiry@densan-s.co.jp

ことがあるので、個人のモバイル端末やパソコンから
でも、Gmail™ などのコミュニケーションツールは利用
できるようにしました。

セキュリティを厳しくしすぎると現場が回りません。情
報が一番入っている Google ドライブへのアクセスを登
録端末のみに制限することで、セキュリティリスクを下
げて、利便性を維持しました。

アクセス制限ポリシーは、案を考えて、同校の教頭、事
務長、教職員などから構成されるICT推進委員会で議論
して、承認されました。

今後校務システムのクラウド化に向けて、教職員のクラ
イアントパソコンのセキュアな環境は必須と思っている
ため、リスクの低減につながると考えています。


